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労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
条
文

○
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

新

旧

目
次

目
次

第
二
編

安
全
基
準

第
二
編

安
全
基
準

第
一
章

機
械
に
よ
る
危
険
の
防
止

第
一
章

機
械
に
よ
る
危
険
の
防
止

第
一
節
・
第
二
節

（
略
）

第
一
節
・
第
二
節

（
略
）

第
三
節

木
材
加
工
用
機
械
（
第
百
二
十
二
条
―
第
百
三
十
条
）

第
三
節

木
材
加
工
用
機
械
（
第
百
二
十
二
条
―
第
百
三
十
条
）

第
三
節
の
二

食
品
加
工
用
機
械
（
第
百
三
十
条
の
二
―
第
百
三
十

（
新
設
）

条
の
九
）

第
四
節
～
第
九
節

（
略
）

第
四
節
～
第
九
節

（
略
）

第
二
章

建
設
機
械
等

（
略
）

第
二
章

建
設
機
械
等

（
略
）

第
二
編

（
略
）

第
二
編

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

（
掃
除
等
の
場
合
の
運
転
停
止
等
）

（
そ
う
じ
等
の
場
合
の
運
転
停
止
等
）

第
百
七
条

事
業
者
は
、
機
械
（
刃
部
を
除
く
。
）
の
掃
除
、
給
油
、
検
査

第
百
七
条

事
業
者
は
、
機
械
（
刃
部
を
除
く
。
）
の
そ
う
じ
、
給
油
、
検

、
修
理
又
は
調
整
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及

査
又
は
修
理
の
作
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ

ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
機
械
の
運
転
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
機
械
の
運
転
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い
。
た
だ
し
、
機
械
の
運
転
中
に
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

。
た
だ
し
、
機
械
の
運
転
中
に
作
業
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

に
お
い
て
、
危
険
な
箇
所
に
覆
い
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は

に
お
い
て
、
危
険
な
箇
所
に
覆
い
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は

お
お

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
機
械
の
運
転
を
停
止
し
た
と
き
は
、

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
機
械
の
運
転
を
停
止
し
た
と
き
は
、

当
該
機
械
の
起
動
装
置
に
錠
を
掛
け
、
当
該
機
械
の
起
動
装
置
に
表
示
板

当
該
機
械
の
起
動
装
置
に
錠
を
か
け
、
当
該
機
械
の
起
動
装
置
に
表
示
板
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を
取
り
付
け
る
等
同
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
以
外
の
者
が
当
該
機

を
取
り
付
け
る
等
同
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
以
外
の
者
が
当
該
機

械
を
運
転
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

械
を
運
転
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

第
三
節

（
略
）

第
三
節

（
略
）

第
三
節
の
二

食
品
加
工
用
機
械

（
新
設
）

（
切
断
機
等
の
覆
い
等
）

第
百
三
十
条
の
二

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
切
断
機
又
は
食
品
加
工
用
切

（
新
設
）

削
機
の
刃
の
切
断
又
は
切
削
に
必
要
な
部
分
以
外
の
部
分
に
は
、
覆
い
、

囲
い
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
切
断
機
等
に
原
材
料
を
送
給
す
る
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
三

事
業
者
は
、
前
条
の
機
械
（
原
材
料
の
送
給
が
自
動
的

（
新
設
）

に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く
。
）
に
原
材
料
を
送
給
す
る
場
合
に
お

い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
機
械
の

運
転
を
停
止
し
、
又
は
労
働
者
に
用
具
等
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
切
断
機
等
か
ら
原
材
料
を
取
り
出
す
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

（
新
設
）

第
百
三
十
条
の
四

事
業
者
は
、
第
百
三
十
条
の
二
の
機
械
（
原
材
料
の
取

出
し
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く
。
）
か
ら
原
材
料
を
取

り
出
す
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

は
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
、
又
は
労
働
者
に
用
具
等
を
使
用
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
粉
砕
機
等
へ
の
転
落
等
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
五

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
粉
砕
機
又
は
食
品
加
工
用
混

（
新
設
）

合
機
の
開
口
部
か
ら
転
落
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
が
生
ず
る
お

そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
蓋
、
囲
い
、
高
さ
が
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
柵
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
蓋
、
囲
い
、
柵
等
を
設

け
る
こ
と
が
作
業
の
性
質
上
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
（
令
第
十

三
条
第
三
項
第
二
十
八
号
の
安
全
帯
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
さ

せ
る
等
転
落
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
開
口
部
か
ら
可
動
部
分
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り

労
働
者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
蓋
、
囲
い
等
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

労
働
者
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
そ
の
他
の

命
綱
（
以
下
「
安
全
帯
等
」
と
い
う
。
）
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は

、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
粉
砕
機
等
に
原
材
料
を
送
給
す
る
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
六

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
機
械
（
原
材
料
の
送
給
が

（
新
設
）

自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く
。
）
に
原
材
料
を
送
給
す
る
場

合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該

機
械
の
運
転
を
停
止
し
、
又
は
労
働
者
に
用
具
等
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
粉
砕
機
等
か
ら
内
容
物
を
取
り
出
す
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
七

事
業
者
は
、
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
の
機
械
（
内
容

（
新
設
）

物
の
取
出
し
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く
。
）
か
ら
内
容

物
を
取
り
出
す
と
き
は
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
、
又
は
労
働
者
に
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用
具
等
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ロ
ー
ル
機
の
覆
い
等
）

第
百
三
十
条
の
八

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
ロ
ー
ル
機
の
労
働
者
に
危
険

（
新
設
）

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
は
、
覆
い
、
囲
い
等
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
成
形
機
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
九

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
成
形
機
又
は
食
品
加
工
用
圧

（
新
設
）

縮
機
に
労
働
者
が
身
体
の
一
部
を
挟
ま
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
労
働
者

に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
覆
い
、
囲
い
等
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節

（
略
）

第
四
節

（
略
）

（
転
落
等
の
危
険
の
防
止
）

（
転
落
等
の
危
険
の
防
止
）

第
百
四
十
二
条

事
業
者
は
、
粉
砕
機
又
は
混
合
機
（
第
百
三
十
条
の
五
第

第
百
四
十
二
条

事
業
者
は
、
粉
砕
機
及
び
混
合
機
の
開
口
部
か
ら
転
落
す

一
項
の
機
械
を
除
く
。
）
の
開
口
部
か
ら
転
落
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者

る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
ふ
た

に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
蓋
、
囲
い
、
高
さ
が
九
十
セ

、
囲
い
、
高
さ
が
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
さ
く
等
を
設
け
な
け
れ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
柵
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
蓋

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ふ
た
、
囲
い
、
さ
く
等
を
設
け
る
こ
と
が
作
業

、
囲
い
、
柵
等
を
設
け
る
こ
と
が
作
業
の
性
質
上
困
難
な
場
合
に
お
い
て

の
性
質
上
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
（
令
第
十
三
条
第
三
項
第
二

、
安
全
帯
を
使
用
さ
せ
る
等
転
落
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

十
八
号
の
安
全
帯
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
さ
せ
る
等
転
落
の
危

じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
開
口
部
か
ら
可
動
部
分
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り

２

事
業
者
は
、
前
項
の
開
口
部
か
ら
可
動
部
分
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り

労
働
者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
蓋
、
囲
い
等
を
設
け

労
働
者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
ふ
た
、
囲
い
等
を
設

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

労
働
者
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
等
の
使
用

３

労
働
者
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
そ
の
他
の

を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

命
綱
（
以
下
「
安
全
帯
等
」
と
い
う
。
）
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
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、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
内
容
物
を
取
り
出
す
場
合
の
運
転
停
止
）

（
内
容
物
を
取
り
出
す
場
合
の
運
転
停
止
）

第
百
四
十
三
条

事
業
者
は
、
粉
砕
機
又
は
混
合
機
（
第
百
三
十
条
の
五
第

第
百
四
十
三
条

事
業
者
は
、
粉
砕
機
又
は
混
合
機
（
内
容
物
の
取
出
し
が

一
項
の
機
械
及
び
内
容
物
の
取
出
し
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の

自
動
的
に
行
な
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く
。
）
か
ら
内
容
物
を
取
り
出

を
除
く
。
）
か
ら
内
容
物
を
取
り
出
す
と
き
は
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停

す
と
き
は
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
て
内

、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
て
内
容
物
を
取
り
出
す
こ
と
が
作
業
の
性

容
物
を
取
り
出
す
こ
と
が
作
業
の
性
質
上
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
労
働

質
上
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
用
具
を
使
用
さ
せ
た
と
き
は
、

者
に
用
具
を
使
用
さ
せ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
射
出
成
形
機
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

（
射
出
成
形
機
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

第
百
四
十
七
条

事
業
者
は
、
射
出
成
形
機
、
鋳
型
造
形
機
、
型
打
ち
機
等

第
百
四
十
七
条

事
業
者
は
、
射
出
成
形
機
、
鋳
型
造
形
機
、
型
打
ち
機
等

（
第
百
三
十
条
の
九
及
び
本
章
第
四
節
の
機
械
を
除
く
。
）
に
労
働
者
が

（
本
章
第
四
節
に
規
定
す
る
機
械
を
除
く
。
）
に
労
働
者
が
身
体
の
一
部

身
体
の
一
部
を
挟
ま
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
戸
、
両
手
操
作
式
に

を
は
さ
ま
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
戸
、
両
手
操
作
式
に
よ
る
起
動

よ
る
起
動
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）


